
六次産業化の推進について

つながる。×つくる。＝ 遠野市六次産業推進本部

平成26年 5月1５日
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“六次産業推進”のストーリーづくり
遠野市六次産業推進本部

潜在需要の発掘

付加価値連鎖の構築

地元生産力の向上

【要旨】

◇ 施政方針 …H26.3月

（ 直ちに取り組む緊急的優先課題 ）

「地域経済の振興と雇用の確保、交流人口の拡大」

産業振興部と農林畜産部の連携のもと、
企画調整機能を本部に組み入れ、

地域資源を活かした商品開発や販路拡大に取り組む。

遠野市六次産業推進本部

【遠野市を取り巻く状況】
アベノミクスにより経済が回復傾向にあるが、

地方はまだ、その実感を共有できていない状況

◇ 人口減少と少子高齢化の進行
①人口減少に伴う地域経済の縮小
②産業人口の構成変化

◇交通事情と物流環境の変化
①東北横断自動車道釜石秋田線
②国道３４０号立丸峠トンネル化

◇ 技術の進歩と需要の変化
①日進月歩で進む生産技術の向上
②成熟社会における細分化された需要

（ストーリーを描くための３つの視点）
未だ地域に眠る

技術、素材、伝統
など地域資源を掘
り起こしながら、
知恵と工夫をこら
した事業の創出や
成長が叶う物語
（ストーリー）を
描く。

■ 変化する消費ニーズの把握と、新たな需要の発掘

■ 生産から加工、販売、消費までの付加価値の取り込み

■環境への適応と新技術の挑戦的な導入

知恵と工夫を絞り
出し、挑戦と努力
した人が報われる

（目指すべき姿）

地域の魅力と実力
が相応に高まって
いく姿

多様な主体による
多様な事業が展開



遠野市六次産業推進に係る方針（案）
遠野市六次産業推進本部

潜在需要の発掘

付加価値連鎖の構築
地元生産力の向上

（３つの視点）

【基本的な考え方】

農林漁業者による単独又は共同の事業として農林水産物等の生産及びその加工又は販売を一体的に行う事業活動であって、
農林水産物等の価値を高め、又はその新たな価値を生み出す「６次産業化」に関する施策等を総合的に推進する。

地域資源を生かした六次産業を総合的に推進

遠野市六次産業推進本部

（所掌事務）

・六次産業化、地産地消等
・新事業の創出
・団体との連携等 ほか

（検討の出口イメージ）

①遠野市の戦略産業の整理
・予算措置（既存予算の活用を含む）
・規制緩和、特区制度の活用

②地域資源の掘り起こし
・生産と加工、販売等の付加価値連鎖の構築
・地域農林畜産物と新技術との連結

③必要な産業人材の育成等 ほか
・産業分類や業種の枠を超えた情報共有
・潜在需要を発掘する知恵と工夫の醸成

（体制）

副市長を本部長に、
産業振興部と農林畜産部の
部課長が本部員として配置

遠野市六次産業推進チーム

（所掌事務）
本部の検討事項の素案作成など

（体制）
農林畜産部の主査４名

◆①×②×③ 六次産業化の促進

【推進の方針(案)】

◆つながる・つくる 推進基盤の充実

① 大きな６次産業（農商工連携）支援

② 小さな６次産業（地産地消等）支援

地域資源を活用した２次産業の事業者が
中心となった取組み

農林漁業者の生産、加工、販売の工夫

③ 新らしい事業のコーディネート支援

事業の目利きと商品の流通に向けた連携

① 「つながる」 ゆるやかなネットワーク
産業分類の枠を超えたネットワークづくり

六次産業に関わる情報共有のしくみづくり

② 「つくる」 情報共有できるプラットフォーム

行動目標

・ブランド化等調査
件数 ２件

・ネットワークづくり
・ホームページ開設

成果目標

・起業等件数 ２件
・六次産業法認定
事業所数 １件

（その他の課題）

○六次産業に関わる生産規模等
を把握する手法の開発

○情報通信技術を活用した生産
効率の改善等の調査研究

○クラウドファンディングなど事業
資金の調達手段の検討



遠野市

平成26年度の推進方策
遠野市六次産業推進本部

これまで蓄積された つながり と しくみ をベースに各諸施策を再構築

つながる。× つくる。＝ 遠野市六次産業推進本部

遠野市六次産業推進本部

遠野牛の生産及び
販売の連携・協力に

関する協定

エスフーズ(株)
(株)イトーヨーカ堂

H23.10.7

相互友好協力協定
岩手大学
H18.3.29

包括的連携に関する協定
岩手県立大学

H19.3.13

農林水産業の活性化に
関する協定

(株)東北銀行
H25.12.26

みらいづくりカレッジ協定

富士ゼロックス(株)
H26.4.8



子育てするなら遠野
～わたしたちは、子育てを応援します～

平成26年５月15日
子育てするなら遠野推進本部

資料NO4-2
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構想に係る３つの

“キーワード”

子育て環境のさらなる充実

教育長を本部長として、関係する部署
の部長や社会福祉法人職員を本部員に
置き、
少子化対策及び子育て支援に総合的に
取り組む。

「子育てするなら遠野、少子化対
策と教育環境の整備」

○ 緊急的優先課題 ○

子育てするなら遠野推進本部

【遠野市を取り巻く状況】

〈家庭を取り巻く環境〉
○核家族化の進行など家族形態の変化
○子育ての精神的・経済的負担感増大
○子育てとの両立が難しい職場環境

〈子どもを取り巻く環境〉
○遊びや体験機会の減少
○生活習慣の乱れや子どもの心身の
健康不安

○児童虐待、いじめ、不登校、不審者
の児童 への声かけ等の問題の顕在化

○若年者の失業・離職

〈少子化の進行〉
出生数、出生率の低下、子どもの人口割
合の低下
（要因）
○晩婚化の進行、未婚率の上昇
○転出など、親となる世代の人数減

〈少子化の影響〉
○子どもの自立心や社会性の涵養など、

子どもの成長への影
○コミュニティ活動など地域社会への

影響
○働き手確保等地域経済への影響

◆地域・家庭での孫育てサポート
◆医療、福祉の充実を再構築
◆生涯学習との連携

安産の里

わらすっこプラン

健康寿命

◆目指す社会環境◆

安心して産み育てられる
環境づくり

更なる子育てしやすい
環境づくり

家庭や子育てを社会全体で
支えていく地域社会づくり

子育てするなら遠野
～わたしたちは、子育てを応援します～

◆出産を応援できる環境整備

◆出産から子育ての切れ目のない支援
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検討構想策定に向けて

子育てするなら遠野推進本部

子育てするなら遠野推進本部

子育てするなら遠野構想の策定と推進方針

出会い、結婚、出産、子育てその他、人生のライフステージ
に応じた少子化対策及び子育て支援を総合的に推進

少子化対策を含めた
総合的な政策を推進

★ 推進方針 ★

①子どもを地域のみんなで
育てる

②からだと心の健康づくり

③心豊かでたくましい子ども
を育てる

④出会いを応援

⑤子育てしやすい環境づくり

⑥子育てにやさしい職場環境
づくり

⑦子育てにやさしい生活環境
づくり

子育て支援施策の

「現状」と「課題」を把握

子育て支援チーム

主な検討事項

○新・総合計画につながる
施策の検討

・Ｈ28から始まる第２次総合
計画を見据えた構想づくり

○子育て環境の変化に対応
・子ども・子育て支援新制度
の対応

・宮守３幼保移管への対応
・県立高等学校再編への対応
など・・・

○各年代に応じた施策の充実
・ＰＤＣＡサイクルによる
既存事業の見直し

健康寿命のこだわり
元気に生活できる期間を延伸し、元気
な身体で孫の育児をサポートし、高齢
化社会も力にします。

わらすっこプラン

安産の里 健康寿命市民参加
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